2015年4月4日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター

・読み：第13章23～35節
前回は「ヨーガ・スートラ」の最初の段階であるヤマ (～してはいけない)について説明しました。

1 暴力をしない

2 嘘をつかない

3 盗まない

4 性的欲望に無条件に従わない
5 必要最小限なもの以外は欲しがらない

今日はニヤマ(Niyama:～しなさい)について話します。
ヤマと同じく、ニヤマも5つの教えから成り立っています。

1 Saucha(シャウチャ)：清潔
2 Santosa(サントーシャ)：満足
3 Tapas(タパス)：苦行
4 Swadhyaya(スワッデャーヤ)：聖典の学習
5 Iswara-Pranidhana(イシュワラプラニダーナ)：神を瞑想する
最初のシャウチャについて説明しますが、サンスクリットでアルファベットのSで始まるシャには3通りの発音があり、このシャウチャのシャはシャンティ(平安：Shanti)のシャの文字と同じ発音です。
ご存知かもしれませんが、清潔(きれいさ)について英語でひとつのことわざがあります。

　Cleanliness is next to Godliness 　(清潔は神性に次ぐものである)

大変に美しい表現です。
日本の皆さんはとてもきれい好きです。

スワミ・ヴィヴェーカーナンダが120年以上前(1893年)に日本を訪れた時、彼は今ではなくなっている横浜オリエンタルホテル(関東大震災で倒壊)から、日本の印象を手紙に書いて送りました。

その手紙の中でスワミ・ヴィヴェーカーナンダは日本人の性質をいろいろ褒めていますが、そのひとつとして日本人が非常に清潔好きであると書いています。

スワミ・ヴィヴェーカーナンダの100年後に日本に来た私も、全く同じ印象を持っています。

清潔という点に関しては、昔も今も日本は何も変わっていません。

シャウチャの直訳は「きれい」(「美しい」も含む)ですが、これには2種類あります。

そしてそれぞれについてのサンスクリット表現が2通りずつあります。

・外面のきれいさ

　　Bahir Saucha/Bahya Saucha(バヒール・シャウチャ/バイヤ・シャウチャ)

・内面のきれいさ
　　Antar Saucha/Abhyantara Saucha(アンター・シャウチャ/アブヒャンタラ・シャウチャ)
シャウチャとは外と内の両方を合わせたきれいさについて言います。
もともと我々は外面にも内面にも汚れ/欠点(Mala:モロ)を持っていて、それを取り除くことによってきれいになると考えられます。

外出先から帰宅後、入浴したりシャワーを浴びたりしなければ汚れが落ちないように、我々も絶えず外面/内面の汚れを取り除くようにしなければなりません。
放っておくと我々は自然に汚くなるので、内外両方の汚れを取り除いてきれいにする、というのがシャウチャのアイデアです。

まず外面のきれいさ(Bahir Saucha：バヒール・シャウチャ)について説明します。

我々がきれいにすべき外側の対象とは、一般的に肉体、食事、住居の3つです。

住居はさらに寝室、台所、トイレの3つに分けられます。

ヒンズー教の伝統では昔から汚れを取るためのひとつの方法として、ガンジス河の河岸などにある自然の土が使われてきました。

石鹸などなかった時代でも、これらの土には微量の自然の化学物質が含まれていて、汚れを落とすのに役立ちました。
もちろん水も汚れを落とすのに使われていて、沐浴の伝統は現代にも引き継がれています。

機械のなかった昔は洗濯は手洗い、掃除は箒を使って行われました。

衣服が洗濯されず、部屋も掃除されていない場合、それは主婦が怠け者であるか、ぐずぐずした性格であるかのどちらかです。
興味深いのは聖典では外面的なシャウチャの対象として、食事も含めていることです。

聖典が勧める好ましい食事とは、質素で消化に良い食事のことです。

さらに新鮮で腐っていないことが必要です。
私がおかしいと思うのは、現代人は新鮮な食べ物を買ってもすぐには食べず、まずは冷蔵庫に保管して、しばらく時間が経ってから食べることです。

また、いつどれぐらい食べるか、という時間と量も決めておいたほうがいいのです。

アルコールは全く勧められません。

ヒンズー教の聖典によれば、その理由はもしあなたが自分の心をコントロールしたいとしても、酒を飲むと心は落ち着かなく制御不能になってしまうからです。
お酒を飲んで大声で歌う人達がいますが、彼らもしらふの時は決してそんなことはしません。

酒を飲んで自分をコントロールできていないから、そうするのです。
外面のきれいさに関して日本の水準は非常に高く、私がこれまで訪れた国の中でドイツと日本が双璧です。

面白いと思うのは日本ではすべてがきれいですが、寝室よりもさらにトイレをきれいにしている家が多いことです。
私はこれまでいくつか日本のお宅にお邪魔しており、その中にはきれいなお宅も普通のお宅もいろいろありましたが、トイレに関しては例外なくどのお宅もきれいでした。
私はなぜ日本人がトイレをきれいにすることにこれほどまで熱心なのか不思議に思っていましたが、最近になってその理由を聞いてびっくりしました。
日本人はトイレには神様が住んでいると信じていて、それについての歌まであるそうです。

私が教えてもらった歌詞は次のようなものです。

トイレには それはそれはキレイな
女神様がいるんやで
だから毎日 キレイにしたら 女神様みたいに
べっぴんさんになれるんやで
(スワミの指示で出席者の何人かがワンフレーズを歌う)

これも最近聞いたのですが、日本の弁天様は芸能・音楽の神、財産の神であると同時にトイレの神でもあるそうです。
ここまで外面のきれいさについて話してきました。

ほとんどの人は魅力的になりたいと思い、外面を磨くことに時間やお金をかけますが、内面に関しては無頓着であるのが問題です。
魅力的になろうと思って、肉体や衣服をきれいにしようと考えるのは世俗的な生き方です。

肉体は神の寺院(祭壇)である
というのが霊的な考え方です。

自宅の祭壇には神様が住んでいると考えるので、皆そこをきれいな状態に保ちます。

同様に自分の体も神様が住む場所なのでそれを清潔にしておく、というのがより好ましく霊的に高度な考え方です。

外面をきれいにすることと内面をきれいにすることで、結果的にどのような違いが生じるのか考えてみましょう。

内面に生じる汚れ/欠点とは何でしょうか?

エゴ、自惚れ、怒り、強欲、肉欲、嫉妬、憎しみ、などがそうです。
では内面の美しさとは何でしょうか?

慈悲、純粋な愛、誠実さ、友情、謙虚さ、無邪気さ、などです。
内面の欠点を取り除くという否定の方法だけでなく、長所を育てるという肯定の方法によって、内面もきれいになるのみならず美しくなります。
外面の美しさと内面の美しさを比べてみます。

外面の美しさを維持しようと一生懸命努力しても、それは年齢とともに徐々に衰え、そのことには逆らえません。

外面の美しさは、病気などが原因で突然失われてしまう可能性もあります。

これと反対に内面の美しさは、実践を怠らなければ年をとっても失われるどころか、さらに輝きを増すことも可能です。
皆さんは外面の美しさばかりを気にかけ、街にはたくさんの美容院があります。
しかし年齢には逆らえませんし、美人であればあるほどその美貌をどうしたら維持できるか、不安になります。内面の美しさに関してはこのような心配は不要です。
さらに外面の美しさは今生限りのものであるのに対し、内面の美しさは死後も続きます。
肉体は燃やせても心は燃やせません。

心が美しい状態で亡くなると、その心の美しさは来生に引き継がれます。

外側の美しさは一時的ですが、内側の美しさは永遠です。

ある人の外面の美しさが我々を引き付けたとしても、その人に内面の美しさがなければその反動もあって、すぐに皆から避けられるようになります。
皆さんは誤解していますが、外面的美しさと内面的美しさはイコールではありません。
外面の美しさがない人は最初から皆には好かれないかもしれませんが、もしその内面が美しければ、そのうち多くの人を引き付けるようになります、
外面の美しさより内面の美しさを育てることに努力してください。
外面の美しさはコントロールできませんが、内面の美しさについてはそれが可能です。

自分の鼻や眼を美しくすることはできませんし、美容整形手術をするにしても高額な費用が掛かります。
外面の美しさについてはそれほど気にしないでください。
有名なことわざがあります。
普通の人は肉体を見、賢い人は心を見、聖者は魂を見る

他人に対する最初の反応として、普通の人は肉体、容貌、衣服などにまず注意を払い、賢い人は他人の心を見、聖者はその人の霊的状態を見ようとするのです。

外面は美しくても内面の美がなければ、それは矛盾(ダイコトミー：Dichotomy)です。
私がいまだに覚えている言葉があります。

今から約50年前ラーマクリシュナ・ミッションの大学生だったころ、寄宿舎で二人の学生が卓球をしていました。そのうちの一人は大変に美しい若者でした。

何かのきっかけで二人の若者の間で言い争いが始まり、一方の若者がもう一方に、
「あなたの外見は大変美しいが内側はとても醜い」
と言いました。
私は黙ってそれを見ていましたが、はるか昔に聞いたその言葉を今でも忘れません。
そのコメントが私にとってとても重要な言葉だったからです。

皆さんは外面的な美しさばかりを強調します。

もちろん肉体の美しさも大事ですが、それだけではなく心をどうしたら美しくできるか、包括的な美しさ(Holistic Beauty)について考えてください。
私の理想は総合的美容院(Holistic Beauty Parlor)とも呼ぶべき、ひとつの部屋は外面の美のためのメークアップ用、別の部屋は内面の美のための瞑想用というふうに、内面外面両方を磨けるような施設です。

ではどうしたら内面の美しさ(アンタール・シャウチャ)を養うことができるのでしょうか?

自己分析、内省、識別、瞑想、がそのための方法です。

我々が執着する対象はいろいろあり、身内(子供、配偶者、孫)もそうですが、一番の執着の対象は自分の体です。人は自分の体に過剰なまでに注意を払います。

ギリシャ神話のナルシスは、泉に映った自分の姿に恋をして、最後には溺れ死んでしまいます。
行き過ぎた自己愛の結果何がもたらされるかを象徴する話です。
肉体を清潔で健康的に保つことはもちろん大切で、そうしなければ仕事もできません。

しかし体のことばかり考えて、体を甘やかすのも良くありません。

自分の本性は肉体ではなく魂だ、と識別しなければいけません。

そうしないと内面の美を育てようというやる気が起こりません。

「ヨーガ・スートラ」の中のサーダナ・パダと呼ばれる第2章、その40節に次のような興味深い記述があります。
自分の外面をきれいに保つこと(シャウチャ)に集中した結果、自分の肉体に無執着になる

きれいに保とうとすればするほど、肉体はすぐに汚れるものだということがわかってきます。
肉体は本来汚れやすく汚いものなのです。

考えてみてください。我々は一日に何回手や顔を拭いたり体を洗ったりするでしょう。
釈迦についてひとつエピソードがあります。

釈迦の父は息子が放棄の道に進もうとしていることを察して、何とかこれをくい止めようと考えていました。そこで王である父は、息子のために数多くの世俗的な楽しみを準備しました。美しい大勢の踊り子たちを王宮に呼び、歌い踊らせて息子を楽しませようとしました。夜も更けてきたので踊り子たちも疲れてしまい、その場で寝てしまう者も現れました。本当は美しいはずの踊り子たちは、疲れ果てて化粧は崩れ、口からは涎を垂らして眠っていました。これを見た釈迦は、これが人間本来の姿であり、肉体とは汚いものなのだと悟りました。

我々の肉体には目、耳、鼻、排泄器官二つで合計8つの穴があり、そこからは絶えず汚いものが流れ出ています。
外面をきれいに保つことも必要ですが、それはどれだけ行っても完璧ということはなく限界があります。大切なのは内面のシャウチャなのです。
自分の肉体に対する執着が強い人間は他人の肉体に対する執着も強く、反対に自分の肉体に無執着な人間は他人の肉体にも無執着です。

自分の肉体は一時的で汚れやすいと知った人間は他人の体にも執着せず、そうなって初めて内面のシャウチャが可能なのです。
内面を美しくするための方法について、「ヨーガ・スートラ」第1章33節に説明されています。

・他人の幸せを喜ぶこと

　　他人の幸せを見ると、人には往々にして嫉妬心が芽生えます。

　　他人の成功や達成に対し、口先だけでなく心底からそれを喜ぶことで、友情が生まれます。

・苦しむ人に対する思いやり
　　困っている人に対する共感が慈悲心を育てます。

・善行を喜ぶ

　　善を為す人を賞賛し、その行為を喜びます。
・他人の過ちに対する無関心

　　人の過ちを無視することも責めることもなく、冷静でいます。

　　(最も良いのはその人のために祈ることですが)

これらの実践によって、内面の美しさを育てることができます。

このほかにもいろいろ実践の方法があります。

謙虚さを育てるために、協会発行の『謙虚な心』というナーグ・マハーシャヤの伝記は、ひとつのとても美しい例として参考になるでしょう。

シュリ・ラーマクリシュナ自身にも謙虚さの実践の例があります。

シュリ・ラーマクリシュナは一番高いブラーミン・カーストに属しており、彼の霊性が非常に高いことも言うまでもありませんでした。

インドではトイレの掃除などは最も低いカーストの人間の仕事であり、ラーマクリシュナの住んでいたドッキネッショルの寺院や周辺のトイレは、ロシックという人間が掃除をしていました。
シュリ・ラーマクリシュナは自分が高慢にならないための実践として、早起きしてそのロシックの家のトイレを自ら掃除し、最後の仕上げとして束ねていた自分の髪をほどいて、自らの髪でトイレを拭いたのです。

「自分は社会の最低のカーストに属するロシックよりさらに低いのだ」、と自分の自惚れを戒める実践をしたのです。

シュリ・ラーマクリシュナは高度な教えを説いただけでなく、このような実践をしたからこそ多くの人に崇拝されているのです。
識別だけでは不十分で、必要なのは実践的な実践なのです。

ロシックについてはさらにエピソードがあります。

シュリ・ラーマクリシュナもその周りの帰依者たちもみな高いカーストであったので、ロシックはそこに近寄れませんでしたが、多くの人達がシュリ・ラーマクリシュナの恩寵で浄められるのを目撃していました。

ある時思い余ったロシックは、部屋を出て庭を歩いていたシュリ・ラーマクリシュナの前に突然身を投げ出し、「師よ! あなたの恩寵で皆は解脱できますが、この私はどうすればよいのでしょう!?」と問いかけました。これを見たシュリ・ラーマクリシュナには強い慈悲の心が湧き起り、こう答えました。「ロシックよ! 何も心配することはありません。あなたは毎日神の居る場所をきれいにするというあなたの仕事に専念してください。それだけであなたは解脱できます」。
このことは後に現実となります。ロシックの死の直前、既に肉体を離れていたシュリ・ラーマクリシュナが現れ、ロシックの死後彼を天国に連れて行きました。
今日はニヤマの最初の段階はシャウチャであり、外面だけでなく内面のシャウチャ、包括的なシャウチャが重要である、ということをお話ししました。
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